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エリングの美学に関していえば，それを正面からとりあつかっている第III部に完全には集約されないで第 I 部と第 II
部にも拡散している感がないでもなく，またたとえば芸術分類論など論じ残されている点もなくはないように思われ
る。さらに絵画が主題的にとりあつかわれているのに対し文学や音楽がほとんどとりあげられていないのも，前述の
ような論者の基本的立場を認めたうえでなお，いささか気になるところである。
しかしながら前段で述べたような感想はあくまでも，本論文の文字どおり暇理とすら呼びえぬほどの点に関するも
のであり，あるいはむしろ望萄の念に発するものである。
よって本審査委員会は本論文を，博士(文学)の学位に充分ふさわしいものと認定する。
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